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若狭牛の品質向上と増頭に向けたビタミン B群給与試験（第１報） 

    

稲田恭兵・佐藤智之 

  

 

要 約 ビタミン A コントロール技術を用いず，誰でも容易に高品質な若狭牛を生産で

きる飼養管理技術の開発を目的に，脂肪細胞の分化を促進するビタミン B₆，ビオチンの

給与効果を調査した。本報では，牛のビタミン B₆，ビオチンの日内変動に関する調査お

よび漸増給与による動態に関する調査について報告する。ホルスタイン種雌牛の血清中

ビタミン B６，ビオチンの濃度について，午前９時から午後５時まで大きな日内変動は

見られなかった。また，ビタミン B６を 1200 mg/日以上，ビオチンを 48 mg/日以上給与

することで血清中濃度が有意に上昇することが示された。この結果を基に黒毛和種去勢

牛への給与効果を検討することとした。 

キーワード：黒毛和種，ビタミンAコントロール，ビタミンB₆，ビオチン 

 

 

緒  言 

 

 我が国における黒毛和種肥育牛の品質評価で

は，枝肉の脂肪交雑が特に重視される。脂肪交

雑の指標として BMS No.があり，平均枝肉単価

はこの BMS No.に大きく関連している 13)。した

がって，脂肪交雑を向上させる目的で多くの育

種改良や飼養技術の改善が進められてきた。そ

の中で，肥育中期以降にビタミン A 給与量を制

限することで脂肪交雑を高めるビタミンAコン

トロールと呼ばれる技術が普及している。ビタ

ミンAコントロールに関する研究は数多くなさ

れており 11)14)16)，牛において，ビタミン A が脂

肪前駆細胞の分化を抑制するため，これを制限

することで脂肪交雑が高まることが報告されて

いる 9)20)。しかし，過度にビタミン A を断った

飼養管理は牛の失明や欠乏による食欲不振など

を引き起こし 2)15)，生産性が低下するリスクが

ある。また，ビタミン A 消費量には月齢差，性

差，個体差などがあると考えられ 6)21)，飼料摂

取状況の把握など細やかな観察や管理が必要と

なり，作業負担やコストの増加につながる 18)。

これらのことから，ビタミン A コントロールの

効果は生産者の習熟度が大きく影響し，新規参

入者には非常に難易度の高い技術である。 

 そこで、ビタミン A コントロール以外に牛の

脂肪交雑を高める方法として，ビタミン C や亜

鉛などの脂肪細胞の分化を促進する因子を給与

する方法が試みられている 3)10)19)。また、脂肪

細胞の分化を促進する因子としてビタミン B₆

およびビオチンが注目されている 1)5)。それらを

肉用牛に用いた給与試験はいくつか報告されて

おり，脂肪交雑が向上したという結果も散見さ

れる 4)8)。しかし，黒毛和種を用いたビタミン A

コントロールを行わない飼養管理下での試験報

告はなく，脂肪交雑がビタミン A コントロール

によるものなのか脂肪細胞分化促進因子による

ものなのかは明らかにされていない。そこで，

本試験ではビタミンAコントロールを行わずに

ビタミン B₆およびビオチンを同時給与し、その

効果を検証することとした。本報では，牛の血

清中ビタミン B₆，ビオチンの日内変動および漸

増給与した場合の血清中濃度動態について報告

する。 
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材料および方法 

 

１ 血清中ビタミン B₆，ビオチンの日内変動  

ホルスタイン種雌牛 3 頭を対象に 7/2，10，

18 の計 3 日間，午前 9 時から午後 5 時まで 1 時

間おきに計 9 回採血を行った。飼料は稲わらお

よび肉用牛肥育後期飼料（成雌牛の維持要求量
7)）を，午前 9 時から 10 時，午後 3 時から午後

4 時の 1 日 2 回給与した。 

頸静脈から血清分離剤入り真空採血管（ベノ

ジェクトⅡ真空採血管,テルモ株式会社,東京）

を用いて採血し，遠心分離（3,000rpm,15℃ ,15

分）によって血清を採取した。得られた血清と

市販の分析キット「ビタミン B₆：ID-Vit Vitamin 

B₆」（immundiagnostik AG 社），「ビオチン:ID-Vit 

Biotin」（immundiagnostik AG 社）を用いて測定

した。 

 

２ ビタミン B₆，ビオチン添加飼料（以下，B

群飼料）の適正給与量の検討 

 ホルスタイン種雌牛 3 頭を対象に 9/2～10/2

の計 30 日間，3 日に 1 度（11 時）計 10 回採血

を行った。飼料は稲わらと肉用牛肥育後期飼料

を肉用種雌牛肥育要求量，午前 9 時から 10 時，

午後 3 時から午後 4 時の間に給与した。B 群飼

料は 3 日毎にビタミン B₆を 200mg（塩酸ピリド

キシンとして），ビオチンを 24mg（d-ビオチン

として）ずつ増量し，最終的に各々2000mg，

240mgを 1日 1回トップドレスにより給与した。 

 採血および測定は日内変動調査と同様に行っ

た。 

 

 

結  果 

 

１ 血清中ビタミン B₆，ビオチンの日内変動 

 ホルスタイン種雌牛 3 頭の血清中ビタミン 

B₆濃度は 9 時～17 時の間でほぼ横ばいに推移

し，各時間における有意差はなかった（図 1）。 

血清中ビオチン濃度に関しても 9時～17時の間

でほぼ横ばいに推移し，各時間における有意差

はなかった（図 2）。 

 

図１ ビタミンB₆濃度の日内変動 

 

 

図２ ビオチン濃度の日内変動 

 

２ B 群飼料の適正給与量の検討 

 ホルスタイン種雌牛 3 頭の平均血清中ビタミ

ン B₆濃度は，0～2000mg/日の範囲において給与

量依存的な増加を示し，1200mg/日給与時点か

ら有意（p<0.05）に増加した（図 3）。血清中ビ

オチン濃度は 0～48mg/日の範囲において増加

し，48mg/日給与時点有意（p<0.01）に増加した

が，それ以降頭打ちとなった（図 4）。 

 

図３ 漸増給与によるビタミンB₆濃度推移 
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図４ 漸増給与によるビオチンの濃度推移 

 

 

考  察 

 

 ホルスタイン種雌牛においてビタミン B₆，

ビオチンの各時間における血清中濃度に有意差

がなかったことから，これらの濃度に日内変動

はないことが示された。ビタミン B 群は通常，

牛の反芻胃内微生物が合成すると考えられてい

たが 12)，いくつかの報告からビタミン B₆，ビ

オチンを含む一部のビタミン B群においては飼

料に依存していることが示唆されている 4)17) 22)。

今回の結果を踏まえると牛体内におけるビタミ

ン B₆，ビオチンの合成・吸収量は飼料給与によ

る急激な変動はなく，一日を通してみると一定

であると考えられた。 

 ホルスタイン種雌牛におけるビタミン B₆，ビ

オチンの漸増給与によって血清中濃度はそれぞ

れ有意に増加した。石井らはホルスタイン種雌

牛に塩酸ピリドキシンおよび d-ビオチンを給与

した試験で添加量依存的に血清中濃度が上昇し

たと報告しており 4)，本報でも同様の結果とな

った。このことから、ビタミン B₆、ビオチンを

一定量給与することで無給与区との比較検証が

可能であることが示された。今回得られた結果

から、血中濃度が有意に上昇する量（塩酸ピリ

ドキシンを 1200mg/日以上，d-ビオチンを 48mg/

日以上）を給与することで効果の検証が可能と

考えられた。そのため，以降の試験では今回得

られた給与量の結果を基に黒毛和種去勢牛への

給与効果を検討することとした。 
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Study on Vitamin B Group Supplementation for Improving Quality and Increasing Numbers of 

Wakasa-ushi, Japanese black (the 1st report) 

 

 

Kyohei INADA and Tomoyuki SATO 

Fukui Prefectural Livestock Experiment Station 

 

 

Abstract 

 

To develop a feeding management technique that enables the production of high-quality Wakasa-ushi, Japanese black 

without relying on vitamin A control methods, we investigated the effects of administering vitamin B₆ and biotin, which 

are known to promote adipocyte differentiation. This report presents findings on the diurnal variation of serum vitamin 

B₆ and biotin concentrations, as well as their dynamics under incremental supplementation. In Holstein breeding cows, 

no significant diurnal fluctuations in serum concentrations of vitamin B₆ and biotin were observed between 9:00 a.m. 

and 5:00 p.m. Furthermore, supplementation with vitamin B₆ at levels of 1,200 mg/day or higher and biotin at 48 

mg/day or higher resulted in a significant increase in serum concentrations. Based on these findings, subsequent studies 

will evaluate the effects of these supplementation levels in castrated Japanese Black. 

 

Keywords: Japanese Black, vitamin A control, vitamin B₆, biotin 

 


